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審　査　結　果　の　要　旨

大規模化、複雑化および多様化の傾向が強まる現在のソフトウェアシステムに関する現状を鑑

みると、ソフトウェアの高信棟化に関する諸問題は、ますます複雑化するものと考えられる。特

に、ソフトウェアの定量的な信頼性評価技術の1つであるソフトウェア信頼性モデルを用いた評

価技法に関しては、伝統的なソフトウェア信頼度成長モデル（ｓｏｆｔｗａｒｅｒｅｌｉａｂｉｌｉｔｙｇｒｏｗｔｈｍｏｄｅｌ）

が現在でも主流であり、上述したソフトウェアシステムを取り巻ぐ状況に並行して発展している

とは言えない。

本論文では、従来のソフトウェア信頼性モデルに基づいた信頼性評価技術に関する昨今の問題

点を解決すべく、確立・統計則に基づいたソフトウェア信頼性評価手法の高精度化技術について

提案している。具体的には、ソフトウェア信頼性モデルの高精度化アプローチに関する研究成果

を次め4つの側面から議論している：（1）現実のソフトウェアプロジェクトにおける信頼性データ

の採取・記録方法に着目した離散化ソフトウェア信頼性モデリング、（2）ソフトウェア信顛度成長

過程に影響を与える要因を考慮したソフトウェア信頼性モデルの構築、（3）ソフトウェアフォール

ト発見事象の生起パターンを柔軟にモデル化することが可能であり、新しいソフトウェア信頼性

モデルの構築枠組みを与える一般化ソフトウェア信頼性モデリング、（如実際のソフトウェアプロ

ジェクトにおけるフォールトデバッギング作業を反映した不完全デバッグ環境に基づくソフトウ

ェア信頼性モデル。また、ソフトウェア信頼性評価の高精度化に対するこれらアプローチの有効

性について、実際に観測されたソフトウェアフォールトデータを用いた検証も行っている。

以上の内容は、従来よりも高精度なソフトウェア倍額性評伸が可能もしくは期待でき卑ソフト

ウェア信頼性モデルとその構築枠組みを与えるものである。今なおソフトウェア信痺性モデルの

高精度化技術が確立されない中」ソフトウェ‾ア工学（特に、ソフトウェア倍額性工学）の分野に

おいて大きく貢献できるものと考えられる研究成果である。よって、本論文は、博士（工学）の

学位論文に値するものと認められる。
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